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 業績予想および配当予想の修正（増配）に関するお知らせ 
 
 

  最近の業績動向を踏まえ、2026年 2月 6日に公表いたしました2026年 3月期の通期業績予想および2025
年 5 月 13 日に公表いたしました配当予想を、下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

 
記 

 

１．  業績予想について 

 
2026 年 3 月期 通期連結業績予想数値の修正（2025 年 4 月 1日 ～ 2026 年 3 月 31 日） 

      売 上 高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 

する当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

336,000 

百万円 

13,700 

百万円 

14,800 

百万円 

10,300 

円 銭 

96.95 

今回修正予想（Ｂ） 341,000 16,300 17,600 13,400 126.62 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 5,000 2,600 2,800 3,100  

増  減  率（％） 1.5 19.0 18.9 30.1  

（ご参考）前期実績 

（2025 年 3 月期） 
293,139 8,839 9,701 6,631 62.72 

 

                                               
2026 年 3 月期 通期個別業績予想数値の修正（2025 年 4 月 1日 ～ 2026 年 3 月 31 日） 

      売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

310,000 

百万円 

11,200 

百万円 

11,900 

百万円 

8,300 

円 銭 

78.13 

今回修正予想（Ｂ） 316,000 13,700 14,500 11,500 109.04 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 6,000 2,500 2,600 3,200  

増  減  率（％） 1.9  22.3  21.8  38.6  

（ご参考）前期実績 

（2025 年 3 月期） 
263,945 6,770 6,911 3,896 36.85 

 

 

 

 



 

 

修正の理由 

（個別業績予想） 

国内土木工事における追加設計変更獲得を主因に完成工事総利益が増加したため、営業利益は 25 億円、経常利益

は 26 億円、前回予想を上回る見込みです。また、保有株式売却により投資有価証券売却益が増加したため、当期純

利益は前回予想を 32 億円上回る見込みです。 

なお、完成工事総利益率は 10.4％（建築 8.3％、土木 16.9％）となる見込みです。 

 

（連結業績予想） 

個別業績予想と同様の理由により修正するものです。 

 

 

 

２． 配当予想について 
 

（１）2026 年 3 月期 配当予想 

       年間配当金 

 第２四半期末 期 末 合 計 

前回発表予想  
円 銭 
20.00 

円 銭 
39.00 

今回修正予想  21.00 40.00 

当期実績 19.00   

（ご参考）前期実績 

（2025 年 3 月期） 
19.00 19.00 38.00 

 
（２）配当予想修正の理由 

当社は、資本効率の重要性を認識するとともに、短期的な利益のボラティリティにも左右されにくい安定的かつ継

続的な株主の皆様への利益還元を重視し、中長期的な業績目標であるＲＯＥ10％以上と連結配当性向 40％以上とが

均衡した自己資本配当率（ＤＯＥ）4.0％以上を目標とした配当を実施することを基本方針としております。 

2026 年 3 月期の配当予想につきましては、自己資本が増加する見込みであるため、配当方針に基づき期末配当予

想を前回予想から 1株当たり 1円増額いたします。この結果、１株当たり年間配当金は、前期 2025 年 3 月期から 2

円増配の 40 円（中間配当金 19 円、期末配当金 21 円）となる予定です。 

 

 

 

（注）上記の予想数値は、本資料の発表日現在で入手可能な情報に基づき作成したものであります。 

実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

 

 

以 上 


